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研究倫理審査申請書
年　　月　　日

北星学園大学

　倫理審査委員長　殿

申請者
　所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　職名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
以下の研究について倫理審査を申請いたします。
	1.　研究課題

	

	2.　研究者（複数の場合は、研究代表者氏名の冒頭に○印をつける）
※指導教員がいる学部生・院生の場合は指導教員の所属、職名、氏名を記入し、教員氏名横に押印する

	所属・職名・氏名：


	3.　研究期間

	　　　　　　　　年　　　月　　　日　　～　　　　　年　　　　月　　　　日

	※本申請が研究開始よりも遅れた場合はその理由を記載


	添付書類

	(1)　依頼書、説明書　　　　　　　　（　添付　・　該当なし　）　＊

(2)　同意書　　　　　　　　　　　　（　添付　・　該当なし　）　＊

(3)　調査用紙、インタビュー用紙等　（　添付　・　該当なし　）　＊

(4)　その他　（　　　　　　　　　　　　）

＊どちらかに○をつけてください。


※研究計画（特に共同研究者等）の変更があった場合には、再度申請書の提出を願います。
※共同研究者が既に他機関において研究倫理審査を受けている場合は、その通知書の写しを添付願います。

【研究計画書】
	4.　研究の目的と意義（別添も可）

	

	5.　研究方法

	

	6.　対象及び選定方法・理由、対象数

	

	7.　研究実施場所・機関

	

	8.　研究資金（財源）（下記の該当する番号を◯で囲む）

	　　①個人研究費
　　②共同研究費

　　③公的外部資金（研究費名：　　　　　　　　　　　　　　）

　　④民間助成金（研究費名：　　　　　　　　　　　　　　　）
　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	9.　本研究計画の学外機関における審査状況 

	□無
□有（　承認　・　審査中　・審査予定　）
委員会名：
申請日：
承認日：

本研究計画との関連：

	10.　研究成果の公表方法

	

	11.　承認後の研究課題名の公開（大学HP上で公開）

	□了承

□了承しない（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


【研究における倫理的配慮】
	12.　インフォームド・コンセントを取得する方法・場所等

	

	13.　研究対象者が未成年、成年で充分な判断力がない場合または意識がない場合、認知症がある場合、その他病名に対する配慮が必要な場合などにインフォームド・コンセントの対象者及び対処する方法

	

	14.　研究対象者（またはその保護者等）に理解を求め研究協力の同意を得る方法

　　（下記の該当する箇所、番号を○で囲み、併せて説明の具体的内容を記載すること。）

	　研究対象者に（　書面　・　口頭　）で説明し、

　　①各々の署名入りの同意書を保管する

　②各々の同意の署名が記された診療録を保管する

　③各々の同意の署名が記された調査票を保管する

　　④同意を得る署名は求めない

〔説明の具体的内容（書面の場合は写しを添付すること）〕



	15.　研究の対象となる個人（以下、研究対象者）の人権擁護への対応

（プライバシー確保の方法その他について具体的に記すこと）

	

	16.　安全の確保（研究によって生じうる危険、不利益等の可能性）

	□無

□有

危険や不利益の内容：

危険や不利益への対応策：

	17.　個人を特定する情報の有無

	□　無　　　　□　有
（具体的な内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	18.　個人情報の匿名化の有無（下記の該当する番号を◯で囲み理由を記入）

	①匿名化しない（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

②匿名化（復元可能）（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

③匿名化（復元不可能）（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

④その他（個人情報を収集しない）（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

	19.　情報保管方法

	保管場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保管責任者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保管方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	20.　対象者への謝礼内容（下記の該当する番号を◯で囲む）

	　　①謝礼金（金額等詳細：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　②旅費交通費（金額等詳細：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　③なし

	21.　利益相反の有無と対応（①～⑧に該当する場合は、その内容・対応を記入）

	· 該当しない

· 該当する

　□①兼業による一定額以上の金銭又は株式等の取得
　□②受託研究費・共同研究費・寄付金の受領による利便関係

　□③知的財産管理

　□④一定額以上の物品又は便益等の供与
　□⑤一定額以上の物品又はサービス等の購入
　□⑥組織との利便関係（研究結果の商用利用等）

　□⑦研究者と研究対象者（例：教職員と学生）との間に何等かの力関係が懸念される状況
　□⑧本学の学生等を社会貢献活動に従事させる
　□⑨北星学園大学　倫理綱領に反する研究
　□⑩その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

内容：

対応：




